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特別支援教育に関する近年の制度改正 

平成17年（2005年） 発達障害者支援法 施行 
 →発達障害者を支援対象として明記 
 
平成1９年（200７年）４月 学校教育法 改正施行 
 →「特殊教育」から「特別支援教育」へ 
 
平成19年（2007年）9月 障害者の権利に関する条約 署名 
 →共生社会の形成 
 
平成23年（2011年）８月 障害者基本法 改正施行 
 →「社会モデル」を基本とした共生社会の実現へ 
 
平成25年（2013年）9月 学校教育法施行令 改正施行 
 →総合的な観点から就学先を決定 
 
平成28年（2016年）4月 障害者差別解消法 施行 
 →合理的配慮の提供 
 
平成28年（2016年）8月 発達障害者支援法 改正施行 
 →特性に応じた教育的支援 
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*医学モデル 生活上の支障 ⇒ 本人の身体機能が原因 

 

 

*社会モデル 生活上の支障 ⇒ 社会の受入れ体制が不十分 

 

 

 

 

「障害」のとらえ方の変化 

社会の中に多様な特性の人がいるのは当然。 
社会の仕組みを改善することにより支障（障壁）を 

解消できる。 



疾患 

（変調） 
機能・形態

障害 能力障害 社会的不利 

ICIDH（国際障害分類） 
ＷＨＯ・1980年 



ＩＣＦ（国際生活機能分類） 
ＷＨＯ・2001年 
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健康状態 

環境因子 個人因子 

参加 心身機能・ 
身体構造 

活動 



特別な支援が必要な子どもの就学先の例（小学校） 

6 

障害種別 就学先 通級等利用 

知的障害 
区立小学校の特別支援学級 

 
  

難聴または言語障害 区立小学校の通常の学級 
きこえとことばの教室 

（桃花小学校） 

情緒・発達障害 区立小学校の通常の学級 特別支援教室（巡回指導） 

知的障害 
肢体不自由 
視覚障害 
聴覚障害 

病弱 

都立特別支援学校   

新井小学校、江原小学校、 
西中野小学校、みなみの小学校、 

美鳩小学校、中野第一小学校 



特別な支援が必要な子どもの就学先の例（中学校） 
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障害種別 就学先 通級等利用 

知的障害 
区立中学校の特別支援学級 

 
  

情緒・発達障害 区立中学校の通常の学級 
通級指導学級 

（中野中学校） 

知的障害 
肢体不自由 
視覚障害 
聴覚障害 

病弱 

都立特別支援学校 

第二中学校、第四中学校、 
第七中学校 



発達障害者支援法 
（平成28年改正） 

（教育） 

第八条 国及び地方公共団体は、発達障害児が、その

年齢及び能力に応じ、かつ、その特性を踏まえた十分

な教育を受けられるようにするため、可能な限り発達

障害児が発達障害児でない児童と共に教育を受けられ

るよう配慮しつつ、適切な教育的支援を行うこと、個

別の教育支援計画の作成及び個別の指導に関する計画

の作成の推進、いじめの防止等のための対策の推進そ

の他の支援体制の整備を行うことその他必要な措置を

講じるものとする。 
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小学校における巡回指導 

9 

在籍校 

巡回指導拠点校 

巡回指導教員 巡回指導教員 

在籍校 

 

 
 
   

 

拠点校 巡回先 

中野本郷小学校 

  
中野本郷小学校、南台小学校、 
みなみの小学校、中野第一小学校 
  

塔山小学校 

  
桃園第二小学校、塔山小学校、 
谷戸小学校、桃花小学校、 
白桜小学校 
  

上高田小学校 

  
江古田小学校、上高田小学校、 
新井小学校、江原小学校、 
平和の森小学校、緑野小学校 
  

鷺宮小学校 

  
鷺宮小学校、啓明小学校、 
北原小学校、武蔵台小学校、 
西中野小学校、上鷺宮小学校、 
美鳩小学校 
  



小学校における巡回指導 
（在籍校での指導・支援） 
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指導 

児童の 
状況把握 

学級担任 

巡回指導教員 

児童 

巡回指導 

在籍学級 
特別支援教室 

助言 

連携 



ミ ム 

ＭＩＭ 
（Multilayer Instruction Model ＝ 多層指導モデル） 
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通常の学級において、異なる学力層の子どものニーズに対応し
た指導・支援を提供していくためのもの。 

特に、子どもが学習につまづく前に、また、つまづきが重篤化
する前に指導・支援を行うことをめざす。 

（独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所 ウェブサイトより転載） 



中学校の通級指導学級【現行】 
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中野中学校 通級指導学級 

在籍校 在籍校 在籍校 



中学校への 
特別支援教室の設置・巡回指導の導入 

令和２年度（２０２０年度） 
第四中学校、第八中学校、北中野中学校、 
緑野中学校、中野中学校 
 
令和３年度（２０２１年度） 
第二中学校、第五中学校、第七中学校、 
南中野中学校、中野東中学校 
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中学校の巡回指導【来年度以降】 
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在籍校 

中野中学校 巡回指導拠点校 

在籍校 在籍校 

巡回指導教員 巡回指導教員 



中学校における巡回指導【来年度以降】 
（在籍校での指導・支援） 
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指導 

生徒の 
状況把握 

在籍学級担任 

巡回指導教員 

生徒 

巡回指導 

在籍学級 
特別支援教室 

助言 

連携 



利用の手続き 
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１ 在籍校での話し合い 

２ 保護者による申込み 

３① 巡回指導教員との面接 

３② 就学相談専門員との面接・知能検査 

４ 巡回指導支援委員会 

５ 指導の開始 



特別支援教室の利用促進 
（中学校通級指導学級の利用促進） 

小学校就学時 
就学相談により「通常の学級が適切」かつ「情緒・発達の課題に
ついての指導・支援が必要」と判断された児童 

↓ 
就学先は通常の学級としたうえで、就学後速やかに特別支援教室
での巡回指導が受けられるよう引き継ぐ 
 
 

中学校就学時 
小学校６年生の時点で特別支援教室での巡回指導を利用しており、
進学後も利用継続が適切と考えられる児童 

↓ 
就学後速やかに通級指導／巡回指導が受けられるよう引き継ぐ 
 

（平成３０年度から） 

17 



今後の課題：理解促進 
 

 

・共生社会の実現を目指す 
 
・社会モデル 
 
・合理的配慮 
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